
令和3年4月26日
上富良野町長

斉藤 繁様

要 望 書

春暖の候、 貴職におかれましては、 町の発展と、 町民の福祉向上に傾
注されておられますこと、 心から敬意を表すものであります。

併せて『町民の声で「かみふ」を創ります』と、 町民目線で尽力され
ていますこと、 一町民として感謝申し上げるとともに、 ご期待申し上げ
るところであります。

さて、 要望でありますが、 主に『上富良野町立病院の改築に伴う、建
設予定地敷地内に、建設される新町立病院に至る経路の、安心•安全確
保の者え方について、 町の声を閾かせていただきたい』 このことを防災
意識の向上及び減災の観点から、 平
成31年4月に、 各家庭に配付され
たハザー ドマップ及び、 昨年10月
開催された、 まちづくりト ー ク並び
に、「町立病院改築基本計画（案）パ
ブコメ•町の者え方」を拝見したう
えで、 要望致します。 ます、

平成31年4月に配られた「上富
良野町洪水ハザー ドマップ（平成31
年3月作成）」には、『このハザー ド
マップを活用して、 浸水箇所を避け
て、避難経路を選定して下さい。』と
記述してあり、 家族で「ハザー ドマップ」を確認しながら、 避難所及び
避難経路を選定した際、 現町立病院に至る道路が、 浸水することを知り
「気候変動と、 叫ばれる中」活火山十勝岳の麓に住む町民として、 各種
災害を想像し心配していました。 そのような想いの中、

昨年10月に、 町民と町長が語り合う、 まちづくりト ーク「町立病院
改築基本構想」が開催され、 私達夫婦も参加させていただきました。

その概要が掲載されている広報誌及び、 会議録を見て、 当時を振り返
ると、 広報誌には、 「町の洪水ハザー ドマップでは、建設予定地が水害時
に最高50cmの浸水の恐れがあるとされているが、 その対策は者えて
いるか」の問いに対し、 町は「浸水の恐れがある地域だと承知している。
引き続き災害拠点病院として、 町の防災担当と協議しながら、 対策は万
全としてい―<」 と答えています。
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「町民の声で襲りあげる環燒を整え、 今まで他の市や他の町の病院に

流れていた町民が、 自分たちも関与した新町立病院に足を運ぶ、 そのよ

うな良い流れになり、 将来にわたり健全な病院運営ができる事を「かみ

ふ」が大好きな一町民として心から願っています。」

乱文をお許しいただき、 お忙しいとは思いますが、 よろしくお願い申

し上げます。


